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２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ

・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
来
、

ド
イ
ツ
で
は
多
く
の
会
社

員
が
自
宅
勤
務
、
つ
ま
り

テ
レ
ワ
ー
ク
を
体
験
し

て
、
そ
の
魅
力
を
発
見
し

た
。
今
年
３
月
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
の
Ｉ
ｆ
ｏ
経
済
研
究

所
は
約
９
０
０
０
社
の
企

業
を
対
象
に
、
テ
レ
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
。
Ｉ
ｆ
ｏ
が
発

表
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
る
と
、
回
答
し
た
人

の
約
25
％
が
、
「
今
年
２

月
に
は
、
少
な
く
と
も
１

回
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ

た
」
と
答
え
た
。
こ
の
比

率
は
20
年
以
降
、
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
結
果
か
ら
Ｉ
ｆ
ｏ

経
済
研
究
所
は
、
「
ド
イ

ツ
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
は
定

着
し
た
」
と
結
論
付
け
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
際
に
は
、
銀
行

な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
企

業
や
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
社

員
の
約
90
％
が
自
宅
で
働

い
た
。

　
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
の
大

手
企
業
の
間
で
は
、
社
員

の
出
社
率
を
引
き
上
げ
よ

う
と
す
る
会
社
が
増
え
て

い
る
。
経
営
者
た
ち
は
オ

フ
ィ
ス
で
働
く
社
員
の
数

を
増
や
そ
う
と
必
死
だ
。

例
え
ば
、
同
国
最
大
手
の

金
融
機
関
ド
イ
ツ
銀
行
は

２
月
に
入
っ
て
、
「
今
年

６
月
以
降
、
管
理
職
社
員

は
少
な
く
と
も
週
に
４
日

は
出
社
す
る
こ
と
。
そ
れ

以
外
の
社
員
も
、
テ
レ
ワ

ー
ク
は
勤
務
日
数
の
40
％

ま
で
に
制
限
さ
れ
る
。
月

曜
日
と
金
曜
日
の
テ
レ
ワ

ー
ク
は
禁
止
す
る
」
と
い

う
通
達
を
出
し
た
。
た
だ

し
、
社
員
た
ち
か
ら
は
強

い
不
満
の
声
が
出
た
。

　
欧
州
最
大
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ

ー
ゲ
ン
も
、
昨
年
11
月
か

ら
管
理
職
社
員
に
対
し
、

週
の
う
ち
最
低
４
日
は
オ

フ
ィ
ス
で
働
く
こ
と
を
義

務
付
け
て
い
る
。
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
・
メ
ー
カ
ー
Ｓ
Ａ

Ｐ
は
、
週
の
う
ち
少
な
く

と
も
３
日
は
自
社
ま
た
は

顧
客
の
オ
フ
ィ
ス
で
働
く

こ
と
を
義
務
付
け
て
い

る
。
通
信
企
業
ド
イ
ツ
・

テ
レ
コ
ム
で
も
、
社
員
は

週
３
日
オ
フ
ィ
ス
で
働
く

こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。

　
管
理
職
に
と
っ
て
は
、

部
下
が
オ
フ
ィ
ス
で
働
い

て
い
る
方
が
指
示
な
ど
を

出
し
や
す
い
し
、
部
下
が

働
い
て
い
る
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
と
い
う

利
点
が
あ
る
。
リ
モ
ー
ト

で
は
、
部
下
が
何
を
や
っ

て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。

部
長
が
大
部
屋
に
一
人
で

座
っ
て
い
て
も
、
彼
は
権

力
を
発
揮
で
き
な
い
。
一

方
、
部
下
は
テ
レ
ワ
ー
ク

を
行
え
ば
自
分
の
ペ
ー
ス

で
仕
事
を
で
き
る
。
オ
フ

ィ
ス
だ
と
上
司
か
ら
「
×

×
く
ん
、
ち
ょ
っ
と
来
て

く
れ
な
い
か
」
と
い
つ
言

わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
す

る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や

ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
家
賃

が
高
い
都
市
に
立
派
な
オ

フ
ィ
ス
を
借
り
る
必
要
性

は
減
る
。
企
業
は
オ
フ
ィ

ス
の
賃
貸
料
を
節
約
し

て
、
別
の
目
的
に
回
す
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
不
動
産
業
界
に
は
凶

報
だ
。

　
今
後
、
世
界
の
多
く
の

企
業
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
の

持
つ
意
味
が
減
っ
て
い
く

だ
ろ
う
。
「
会
社
に
何
時

間
い
る
か
」
で
は
な
く
、

「
ど
ん
な
成
果
を
生
む

か
」
が
鍵
と
な
る
。
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ド
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ワ
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保
険
の
理
論
は
存
在
す
る

が
、
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
を
理
解

す
る
に
は
、
理
論
だ
け
で
な

く
保
険
実
務
を
知
る
必
要
が

あ
る
。
と
り
わ
け
消
費
者
に

と
っ
て
は
、
保
険
は
複
雑
怪

奇
な
「
商
品
」
に
見
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
本
書
は
、
理

論
的
な
水
準
を
極
力
維
持
し

な
が
ら
、
損
害
保
険
の
保
険

実
務
を
丁
寧
に
解
説
す
る
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。
初
心
者
で
あ
っ
て

も
、
丁
寧
に
読
み
進
め
ば
、

「
基
礎
か
ら
わ
か
る
」
よ
う

な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
が
、

保
険
実
務
家
を
目
指
す
よ
う

な
方
に
対
し
て
も
、
読
み
応

え
の
あ
る
教
科
書
と
な
っ
て

い
る
。

　
本
書
の
特
徴
は
、
多
数
の

コ
ラ
ム
が
、
本
文
を
補
完
し

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
昨

今
に
お
い
て
保
険
ビ
ジ
ネ
ス

は
変
化
が
激
し
い
が
、
最
新

の
動
向
に
関
す
る
コ
ラ
ム
が

含
ま
れ
て
い
る
。
コ
ラ
ム
を

一
覧
す
る
だ
け
で
も
役
に
立

つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
は
大
き
く
三
つ
の
部

分
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
１

章
か
ら
第
３
章
ま
で
は
、

「
保
険
の
利
用
者
（
需
要

者
）
」
、
第
４
章
と
第
５
章

で
は
「
保
険
の
提
供
者
（
供

給
者
）
」
、
そ
し
て
第
６
章

か
ら
第
８
章
ま
で
は
、
よ
り

広
く
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
視
野
を
広
げ
、
個
人
だ
け

で
な
く
企
業
や
組
織
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
や
活
動
で
ど

の
よ
う
に
リ
ス
ク
に
対
処
す

べ
き
か
を
分
析
し
て
い
る
。

　
従
来
の
教
科
書
と
比
べ

て
、
本
書
で
特
段
に
力
が
入

れ
ら
れ
た
部
分
は
、
第
１
章

か
ら
第
３
章
の
保
険
の
利
用

者
に
対
す
る
記
述
で
は
な
か

ろ
う
か
。
と
り
わ
け
第
２
章

で
は
、
「
損
害
保
険
を
支
え

る
仕
組
み
」
と
い
う
く
く
り

の
下
で
、
①
「
損
害
保
険
に

関
わ
る
法
律
」
、
②
「
損
害

保
険
業
に
関
わ
る
当
事

者
」
、
③
「
損
害
保
険
の
補

償
範
囲
を
決
定
す
る
基
本
的

事
項
」
、
④
「
損
害
保
険
制

度
を
支
え
る
原
理
」
―
と
い

う
よ
う
に
、
関
係
す
る
法

律
、
損
害
保
険
業
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者
、
損
害

保
険
の
補
償
範
囲
に
係
る
基

本
的
事
項
、
そ
し
て
保
険
の

等
価
原
則
と
統
計
法
則
が
再

整
理
さ
れ
、
充
実
し
た
解
説

が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、

④
の
内
容
は
損
害
保
険
制
度

の
み
な
ら
ず
、
保
険
制
度
を

支
え
る
原
則
と
法
則
が
解
説

さ
れ
て
い
る
が
、
第
２
章
が

「
損
害
保
険
を
支
え
る
仕
組

み
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

呼
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
３
章
で
は
、
実
際
に
ど
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の
よ
う
な
種
類
の
損
害
保
険

が
保
険
会
社
に
よ
り
引
き
受

け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス

ク
に
対
処
可
能
で
あ
る
の
か

を
、
市
場
の
現
状
に
合
わ
せ

て
詳
細
に
理
解
で
き
る
よ
う

な
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、

損
害
保
険
実
務
を
包
括
的
に

整
理
す
る
手
際
に
は
著
者
の

力
量
を
感
じ
る
。

　
第
４
章
以
降
の
各
章
も
充

実
し
た
記
述
で
あ
り
、
ま

た
、
従
来
の
テ
キ
ス
ト
と
も

整
合
的
な
も
の
で
あ
り
、
保

険
実
務
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て

極
め
て
有
益
で
あ
る
。

　
保
険
理
論
の
水
準
を
保
ち

な
が
ら
、
保
険
実
務
を
学
ぶ

と
い
う
目
的
か
ら
い
え
ば
、

本
書
は
望
み
得
る
最
高
の
教

科
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
の
点
を
強
調
し
た

上
で
、
若
干
気
が
付
い
た
点

を
述
べ
て
書
評
を
結
ぶ
こ
と

に
し
た
い
。

　
保
険
証
券
は
有
価
証
券
で

あ
る
と
い
う
記
述
が
あ
る

（
４
㌻
）
。
確
か
に
、
貨
物

海
上
保
険
証
券
に
つ
い
て
、

そ
の
有
価
証
券
性
を
主
張
す

る
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
保

険
証
券
は
、
焼
却
さ
れ
る
と

価
値
を
失
う
日
本
銀
行
券
の

よ
う
な
有
価
証
券
で
は
な

く
、
焼
失
し
て
も
契
約
関
係

は
残
り
、
保
険
証
券
の
再
発

行
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
証

拠
証
券
と
説
明
さ
れ
る
こ
と

が
一
般
的
に
は
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
保
険
実
務

に
詳
し
い
読
者
は
疑
問
に
思

う
記
述
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
特
に
リ
ス
ク
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
記
述
に
お
い
て

は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
下
敷
き
に
し

て
、
そ
れ
が
い
か
に
し
て
企

業
価
値
を
高
め
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
説
明
し
て
お
く
と

理
解
が
深
ま
る
の
で
は
な
い

か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト
の
「
本

質
的
な
」
相
違
を
読
者
に
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
、
本
書
の

価
値
が
さ
ら
に
一
段
と
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
本
書
の
素
晴
ら
し
い

出
来
栄
え
を
損
ね
る
も
の
で

は
な
い
。
最
後
に
、
損
害
保

険
を
初
め
て
学
ぶ
人
か
ら
実

務
家
ま
で
、
幅
広
く
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
好
著
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し

書
評
の
結
び
と
し
た
い
。

　（
Ａ
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判
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保
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23
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保
険
の
利
用
者
に
対
す
る
記
述
が
充
実
し
た
教
科
書

　
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
シ
ュ

ア
ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
３
月
15

日
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
の
被
災
者
の
支
援
を

目
的
に
、
グ
ル
ー
プ
各
社

の
社
員
か
ら
義
援
金
を
募

る
と
と
も
に
、
同
社
か
ら

同
額
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ

ト
を
行
い
、
支
援
金
と
し

て
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
」
に
寄
付
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
を
中
心
に
海
外
の

各
拠
点
で
も
社
員
か
ら
の

募
金
や
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ

ト
に
よ
る
寄
付
を
実
施

し
、
グ
ル
ー
プ
で
総
額
約

５
２
７
６
万
円
の
支
援
を

行
っ
た
と
発
表
し
た
。

　
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
グ
ル
ー
プ

社
員
か
ら
の
義
援
金
に
は

社
員
７
４
０
５
人
が
協

力
。
義
援
金
１
７
７
７
万

８
０
０
０
円
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
こ
に
同
社
が
災
害

時
義
援
金
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ

フ
ト
制
度
と
し
て
同
額
を

上
乗
せ
し
て
拠
出
し
、
社

会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募

金
会
と
社
会
福
祉
法
人
中

央
共
同
募
金
会
（
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
）
に
そ

れ
ぞ
れ
１
７
７
７
万
８
０

０
０
円
を
寄
付
し
た
。
　

　
海
外
拠
点
に
よ
る
義
援

金
は
、
石
川
県
、
中
華
民

国
赤
十
字
、
日
本
赤
十
字

社
に
寄
付
さ
れ
た
。

能
登
半
島
地
震
被
災
者
支
援
で
義
援
金

マ
ッ
チ
ン
グ

ギ
フ
ト
含
め

５
２
７
６
万
円
を
寄
付

ＭＳ＆ＡＤＨＤ


